
 
9月 3日土曜日、早期の認知症治療・ケアができる地域作りを目指し、「第一回認知症講
演会」を開催しました。 
 当日は、地域住民の方やケアマネージャー、介護福祉士、社会福祉士等の支援者、総勢

67名方が参加し、認知症についての関心の高さが伺えました。 
講演会では、「困ったときの相談窓口について」精神保健福祉士の城間直也、「認知症に

ついて」医師の堤勇人が、それぞれの立場から話しました。 
講演会終了後の質疑応答やアンケートでは、「詳しい相談窓口を知ることができた」、「“認

知症という病気である”という事が理解できた」、「アルツハイマー型認知症や脳血管性認

知症のほかに、レビー型認知症やピック病など色々な種類があると知った」、「薬物療法以

外の取り組みが必要と知った」、「講演会を定期的に行ってください」など、ご感想やご意

見をいただきました。 
今後も定期的に地域住民の方や支援者の皆様へ、認知症関連の講演会を開催していく予

定です。 
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